
平成３０年度 徳島県立富岡東高等学校羽ノ浦校 総括評価表 徳島県立富岡東高校羽ノ浦校（ＮＯ．１）

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点課題 重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

Ⅰ自主的・主体的な 《全校レベル》 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ほぼ全ての科目 生徒は入学時点で

学習習慣を確立し， 生徒自身が考え判断し実践で ①相互授業参観週間を年２回実施し，評価に基づ 相互授業参観を６月と９月に実施し (評定) において少人数指 自らの将来の目標を

学力の向上・定着を きることをめざし，また，意 いた授業改善を行う。 た。参観後，授業者と参観者が意見交 Ａ 導を取り入れ，き 定めている。しかし

図るとともに，自 欲的に学習に取り組む習慣を 換を行い効果がみられた。 Ａ め細やかに指導を 日々の目標を持てな

ら考え，判断し， 確立できるような学習指導の ②週課題の出題内容の充実を図り，テーマを設定 調べ学習を各学期１回以上は設定し 行うことが生徒か い生徒も多いように

意見を述べること 工夫や授業改善に取り組む。 した調べ学習を各学期１回以上設定する。 発表をさせることで思考力やコミュニ Ａ らの高評価につな 思われる。

ができる生徒の育 《下位組織レベル》 ケーション力の向上につなげている。 がっている。 そのため，看護師

成をめざす。 ①年間２回の相互参観授業の ③授業評価で「家庭学習(予習復習・課題)ができ 「家庭学習（予習・復習）ができた」 Ａ 教員は授業にお になるという経過に

実施や教員研修会，授業評価 た」が７０％以上 が７４．０％であった。 授業評価にお いて，ＩＣＴを活 おいても，看護師資

を通じて，教員の授業力の向 ④授業評価で「発表や質問，返答が積極的にでき 「発表や質問，返答が積極的にできた Ａ いて９０％以 用したり，グルー 格を取得した後にあ

上を図る。 ［全教員］ たができた」が７０％以上 ができた」が７４．３％であった。 上の生徒が授 プワークや発表の っても様々なスキル

②週課題は，思考力の育成や ⑤学年末成績平均が６０点未満の生徒は，保護者 学年末成績平均が６０点未満の生徒 業に対し「興 機会を設定するな アップの道があるこ

自主的な学習活動に繋げる。 を交えて次年度の学習への取り組みや，学校生 や成績下降が著しい生徒は，学期末に Ａ 味・やる気を ど授業改善に努め とを理解させ，より

［看護科］ 活について面談を行う。 保護者を交えて面談を行った。また定 持って取り組 ている。 具体的で高い目標を

③自主的学習習慣を支援する 期考査前にも個人面談を行った。 んでいる」， 卒業後，ほとん 持てるよう指導する

ため，課題学習の工夫・改善 ⑥専攻科において，実習後の振り返りを行い，思 看護過程の授業等において実習の振 「教員の説明 どの生徒が看護師 必要がある。

を図る。 ［専攻科］ 考判断能力の向上が見られる。 り返りをグループワークし，自分が行 Ａ に集中した」 として病院や施設 一般科目と専門科

④生徒に学習の具体的目標を った看護について新たな気づきが得ら と答えている。等に就職する。そ 目がより連携を取り

持たせるため，各テスト(看 れている。 教員は積極 のため知識に基づ 個別指導を進め，学

護科目実力テスト，課題テス 活動計画 活動計画による実施状況 的にＩＣＴを いた問題解決能力 力向上と共に思考判

ト，実習前総合評価 ,看護科 自主的・主体的な学習の習慣化を図り，ディベ 思考力やコミュニケーション力の育成を 活用し，主体 やコミュニケーシ 断力やコミュニケー

目確認テスト，基礎看護技術 ートの実施やＩＣＴの活用等，授業展開を工夫し，図るために，グループワークや発表の機会 的な学習がで ョン力を向上させ ション力の向上に努

ﾃｽﾄ，校外模試)を計画的に実 思考力の育成を図る。 を増やす等の工夫をしている。 きるよう取り る必要がある。 める。

施し，事後の個別指導の充実 ①「課題発見・解決に向けた主体的・協働的な学 授業においてＩＣＴを積極的に活用し， 組んでいる。

を図る。 び」手法を取り入れる。 効果的な授業展開を工夫している。

［教務課，進路指導課，看護 ・授業に ICT を積極的に活用する。 基礎看護，老年看護，成人看護学，小児

科，各教科担任，ＨＲ担任］ ・専門領域の外部講師を本年度も継続して招聘し 看護学，在宅看護論，精神看護学の分野で

⑤主体的学習活動を支援する 最新情報を取り入れる。 外部講師を招聘し講演・講義を行った。

ため，ディベートの実施やＩ ②定期考査や模擬試験返却時，個人面談を行い， 定期考査前後に個人面談を実施した。ま

ＣＴの活用等，授業の手法を 個々に応じたアドバイスや指導を行う。 た成績不良者に対しては，振り返り学習の

工夫する。 ［全教員］ 指導を行った。

⑥専門領域の教員研修に取り ③定期考査・課題テストにおいて60点に満たない 学年末成績が60点に満たない者に対し，

組み，専門科目の指導の充実 生徒は補充学習を行い，学力の向上を図る。 に担任，学年主任が生徒，保護者に対し面

談を行った。また課題テストにおいて60点

を図る充実を図る。［全教員］ に満たない生徒は補充学習を行った。

⑦家庭学習を充実させるた ④「政治や選挙への関心や政治的事象への関心が 「政治や選挙に関心がある」と回答した生

め、予習・復習を必要とする 高まった」と答えた生徒が７０％以上。 徒は僅か１８．８％だった。「学校の授業

授業展開や指導方法を工夫す 等で政治や選挙に関する知識が得られた」

る。 ［全教員］ と回答した生徒は５９％となった。


